1970年代韓国の重化学工業化と日本の協力-浦項総合製鉄と4大核プロジェクトを中心として- by 堀金,由美
　　　1970年代韓国の重化学工業化と日本の協カ
ー浦項総合製鉄と4大核プロジェクトを中心として一
堀　金　由　美
　戦後の途上国の中で、韓国は、外国資本の直接投資に依存することなく「自前」の重化学工
業建設をめざし、現在では、日本や欧米諸国と並んで十分な国際競争力を有する多くの産業を
保有して「先進国クラブ」OECD加盟をも果たした数少ない例のひとつである。この「奇跡」
の実現に大きな役割を果たしたのが、1970年代強力に推進された重化学工業化計画である。
　しかしながら、この計画は、それが後の韓国経済にもたらした多大なコストのみならず、
「維新体棚」と呼ばれる極めて権威主義的な体制下で進められたこと、さらには1980年代以
降の政治的要因による「朴バッシュ」の中で、積極的評価を受けることはほとんどなく、研究
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対象となることも少なかった。特にその計画に対する日本の協力については、ほとんど知られ
ていない。本研究は、この重化学工業化計画における日本（政府及び企業）の関わりを明らか
にし、その意義を検討することを目的とする。
　第一年次である2003年度は、主として韓国側に存在する情報の収集につとめるとともに、
重化学工業化計画全般についての政策決定過程を分析した。具体的には、ソウルにおけるフィ
ールドワークを通じて、韓国国会図書館や全国経済人連合会（全経連）などに保管されている
資料を収集するとともに、1970年代、ニクソン・ドクトリン下において危機感を募らせ、国内
政治体制の再強化とともに自主国防体制の確立をめざした朴政権による重化学工業化計画推進
の政策決定過程を英文論文（“The　Political　Economy　of　Heavy　Industrialization：The　Heavy　and
Chemical　lndustry（HCI）Push　in　South　Korea　in　the　1970s”）　としてまとめ、　Modern　Asian　Studi’θs
（ケンブリッジ大学出版会）に投稿、すでに採用されることが決定している。
　これらの成果を踏まえ、第二年次である2004年度は、外務省や旧通産省の記録や、経団連
など日本側における情報収集を試み、可能であれば、ソウルにおいて追加調査も実施した上で、
韓国重化学工業化プログラムにおける日韓経済協力の事実を明らかにし、1970年代日韓関係の
中に位置づけて論文としてまとめることを考えている。
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